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1．はじめに
現代中国語の場所賓語について，『文法講義』（朱徳煕 1982）は次のよう
に述べている（1）。
広義の場所目的語とは場所詞および場所句からなる目的語のすべてを
指し，狭義の場所目的語とは，方向あるいは位置を表す動詞性成分
（後述）（2）の後に伴われる場所詞および場所句からなる目的語のみを指
す。
「広義の場所目的語」については“热爱祖国（祖国を愛する）”の例が挙げ
られる（3）。“热爱（愛する）”という心理動詞の対象を表すため，場所詞で
ある“祖国（祖国）”は場所賓語ではなく，対象賓語とされている（4）。そ
こで，名詞の意味特性だけで賓語の種類を判断するのは不十分であること
────────────
⑴ 引用文は朱徳煕（杉村博文・木村英樹 訳）（1995）『文法講義：朱徳煕教授の
中国語文法要説』148ページより引用したものである。
⑵ ここの「後述」は『文法講義』に書いてあったものをそのまま引用したもので
ある。
⑶ 日本語と区別するため，中国語の語を“ ”で示すことにする。そして，その
日本語訳を（ ）で示す。
⑷ 馬慶株（1987 : 7）による。
１７
がわかる。
また，「狭義の場所目的語」を伴える動詞として，『文法講義』は“来
（来る），去（行く），进（入る），出（出る），上（上がる），下（下がる），回
（帰る）”などの方向動詞や移動を表す“上（向かう）”“飞（飛ぶ）”のほか
に位置を表す“在（ある／いる）”“到（着く）”などを挙げている。いわゆ
る典型的な場所賓語であるとされている名詞と組み合わさる動詞であ
る（5）。しかし，実際に調べたところ“睡沙发（ソファーで寝る）”，“写黑板
（黒板に書く）”などの実例もある。そこで，場所賓語と共起する動詞の種
類について検討する余地がある。
本稿では，日本語との対照研究を行いたいので，場所賓語を広範に取り
扱うことにする。しかし，「広義の場所目的語」のように名詞の意味特性
で場所賓語を判断するのではなく，賓語と動詞との意味関係で場所賓語を
判断したい。具体的な判断基準については次節で述べる。
2．場所賓語の形式上の特徴
動詞との意味関係により賓語の種類を判断するやり方は広く認められて
いる。例えば，李臨定（1990 : 156），詹衛東（2004 : 215）は「V＋“哪儿（ど
こ）”」で「V＋O」を質問できるかどうかによって「O」のことを場所賓語
であるか否かが判断できると指摘した。馬慶株（1987 : 7）はその上，賓語
の部分を“这儿（ここ）／那儿（そこ／あそこ）”で言い換えられるかどうか
という条件を付け加えた。しかし，以下のような例文は
“太苍，你在看哪儿？现在在工作啊！”“嘎？呃，对不起！”（『戦』）
（「太蒼，どこを見てるの？今仕事中だよ！」「えっ？あっ，ごめん！」）
疑問詞“哪儿”で聞いているのは“看（見る）”という動作の対象である。
────────────
⑸ 張雲秋（2004 : 106）による。
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たとえ“看操场（運動場を見る）”，“看外面（外を見る）”のような場所性や
方向性を帯びている名詞で答えても場所賓語とはとても言い難い。
また，“下车（車を降りる）”の“车（車）”は典型的な場所賓語でありな
がら“哪儿”で聞くことができない。そこで，孟琮・他（1999 : 9），儲澤
祥（2004 : 45）は，場所賓語は介詞“从”“在”“到”と結びつけて変える
ことができると主張した。
そこで，以上の先行研究を踏まえた上で，本稿で取り扱う場所賓語の形
式上の特徴を以下のようにまとめる。
（一）「V＋O」の「O」は“哪儿（どこ）”，“什么地方（どんなところ）”，
“何处（いずこ）”などの質問に答えられる。
（二）「V＋O」は「V＋在／到＋O」「V＋在／到＋O＋上／里」「在／到
＋O＋V」「从＋O＋V」「从＋O＋上／里＋V」「在＋O＋上／里＋V」のい
ずれかの形に変えられる。
本稿では儲（2004）に従ってこの二つの特徴で場所賓語であるかどうか
を判断する。“离开（離れる）”，“来（来る）”，“去（行く）”，“进（入る）”，
“出（出る）”，“上（上がる）”，“下（下がる）”，“回（帰る）”，“到（着く）”，
“在（ある／いる）”，“过（通る）”，“朝（向かう）”，“靠近（近く）”，“通过
（通る）”など従来典型的な場所賓語と指摘されている名詞と組み合わさる
動詞（6）以外，この二つの条件を満たせる動詞はすべて本稿の研究対象とす
る。“哪儿”などで質問する時，「V＋哪儿」の形だけではなく，「在／从
＋哪儿＋V」の形で質問できればいい。例えば，食事の場所を聞く時，
“吃哪儿”とは言わず，普通“在哪儿吃（どこで食べるか）／去哪儿吃（どこ
へ食べに行くか）”と聞く。その答えとしての“吃食堂（7）（食堂で食べる）”
────────────
⑹ 張（2004 : 106）は，典型的な場所賓語と組み合わさるのはこれらの動詞の慣
例的な用法だと指摘した。
⑺ 中国語の“食堂”は主に「学校や職場の福利厚生施設としての食堂」を指して
いる（杉村博文 2017 : 214）。
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は“在食堂吃”とも言い換えられるため，本稿の研究対象とする。なお，
（二）の形に変換する時に，動詞が同義語や類義語と入れ替わることも可
能である。また，介詞を使ったものは介詞を使わないものの意味と一致し
ないといけない。例えば，穿隧道→从隧道穿过（トンネルを抜ける）の場
合，“穿”と“穿过”は同じく「抜ける」という意味を表すため，両方と
も研究対象とする。しかし，注意楼上（階上に注意する）→在
 
楼上注意（階
上で注意する）のように，介詞を使う場合，注意する相手から「注意」と
いう動作をする場所へと意味が変わるので，研究対象としない。
また，馬（1987），孟・他（1999）は“搁桌上
 
（机の上に置く）”，“挂墙上
 
（壁にかける）”，“坐椅子上
 
（椅子に座る）”，“放冰箱里
 
（冷蔵庫に入れる）”な
どのような「動詞＋場所成分＋方位詞」における場所成分を場所賓語とし
た。それに対して，任鷹（2000），張雲秋（2004）はそのような場所成分を
「場所補語」とする。中国語の文法研究においては，「V＋O」の間に“在”
“到”などの介詞を付け加えると，元々賓語であった名詞を賓語の範疇か
ら排除し，「補語」（8）とするのが一般的である。しかし，朱（1982 : 114）が
指摘したように，補語の位置に立つ“在”と“到”には“・de”という弱
化形式があり，話し言葉では“・de”を使う方がより一般的である。そし
て，より方言色の強い北京語においてはこの“・de”さえも脱落し，多く
の動詞が名詞をじかに伴うこともできる。例えば，“倒到
 
碗里
 
”，“插在
 
花
瓶里
 
”は話し言葉では“在”と“到”が省略され，“倒碗里
 
（茶碗の中に注
ぐ）”，“插花瓶里
 
（花瓶の中にさす）”の形になる。しかし，これはあくまで
音声上の省略形式であり，文法上の機能においては変化がないと思われ
る。そこで，本稿では任（2000），張（2004）の主張に従い，「動詞＋場所
成分＋方位詞」の形式における場所成分を賓語とはせず「場所補語」と
し，今回の議論から除外する。
────────────
⑻ 補語とは動詞や形容詞の後ろにつき，それらの言葉の表す動作・行為・性質・
状態などを詳述する要素のことである。方向補語，結果補語，可能補語，状態
補語などの種類が挙げられる。
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3．日中対照研究
『漢語動詞用法詞典』（商務印書館 1999）は動詞の統語的性質を究明する
ため，意味，賓語との関係，補語との関係などの面から 1223語の動詞に
ついて考察している。本節では第 2節でまとめた形式上の特徴に従い，
『漢語動詞用法詞典』に収録された動詞のうち，場所賓語を帯びる例文を
集め（いくつもの意味をもっている動詞はそれぞれ異なる語として取り扱う），こ
れについて考察する。そして，中国語動詞の語彙的な意味の性格の違いに
よって，下位のカテゴリーに分け，場所賓語と日本語格助詞との対応状況
を究明する。なお，日本語訳は『中国語常用動詞例解辞典』（日外アソシ
エーツ 1995）と『白水社中国語辞典』（白水社 2002）を参照し，わかりやす
く文要素を標示するため，主語を ，動詞を ，賓語またはそれに対
応する日本語訳文の部分を で表すことにする。
3.1 移動動詞
『日本語文法・連語論（資料編）』（言語学研究会 1983 : 140-149）は動詞と名
詞との組み合わせにおける〈結びつき〉を体系的に捉えている。その中，
空間的な結びつきを表す連語において「うつりうごくところ」「とおりぬ
けるところ」「はなれるところ」の三つのカテゴリーに分けている。それ
ぞれのカテゴリーにおける移動動作を，方向性を表すもの（行く，来る，
戻る，登る，上がる，おりる，くだる，回る，曲がる，進む，向かうなど），様態
性を表すもの（歩く，走る，這う，かける，泳ぐ，飛ぶ，滑る，伝う，辿るな
ど）（9），通り抜ける意味を表すもの（通る，渡る，越える，抜ける，過ぎる，
経る，横切るなど），離れる意味を表すもの（出る，立つ，去る，遠ざかる，離
────────────
⑼ そのほかに，「いそぐ，ころがる，さまよう，ぶらつく，うろつく」などの
「移動性の自動詞」と，「まう，はねる，うろうろする，ぶらぶらする」などの
「移動性か，状態性かはっきりしない」動詞も挙げている。
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れる，退く，引き上げるなど）のように分類している。本項ではこの分類を
参考に移動動詞を以下のように分類する。
3.1.1 方向性の移動動詞
これらの動詞は言語学研究会（1983 : 141）によると「移動動作を方向性
という観点からとらえている」とされているものである。
ヲ／カラ格に訳すもの：
下山（山を／から下りる） 下车（車を／から降りる）
ニ／ヘ格に訳すもの：
去上海（上海に／へ行く） 上学校（学校に／へ行く）
上房（屋根に／へ上がる） 上场（舞台に／へ出る）
回学校（学校に／へ戻る） 下乡（田舎に／へ行く）
来北京（北京に／へ来る） 到北京（北京に／へ着く）
进学校（校内に／へ入る） 到达目的地（目的地に／へ到達する）
奔电影院（映画館に／へ駆けつける）
跑亲戚家［去了］（10）（親戚の家に／へ逃げ［ていった］）
他总想逃国外［去］（彼はいつも海外に／へ逃げ［ていこう］と思っている）
从小路拐操场［去了］（小道から運動場に／へ曲がっ［ていった］）
ヲ格に訳された“山・车”は“下”という動作の「起点」を意味してお
り，「从
 
＋O＋上＋V」の形に変えられる。それに対して，ニ／ヘ格に訳さ
れる時は動作の「着点」を表す。そして，“到”“到达”のような元々「到
着」という意味を表す語以外，いずれも「V＋到
 
＋O」「V＋到
 
＋O＋上／
里」の形に変えられる。
────────────
⑽ “～来・去”は動詞と関連して方向の意味を補充する（基準点に近づくことや
離れること）言語成分であり，「方向補語」と称する。また，“了”は過去や完
了を表す。
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“下”という動詞が「着点」を表す場合“下乡”以外に
烟花三月下扬州（李白「黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る」）
（煙花三月揚州に下る）
の“下扬州”や“下江南（江南に行く）”のようなものもある。つまり，
「中央から地方へ」のような意味を表す場合は「着点」を表す。
3.1.2 様態性の移動動詞
これらの動詞は言語学研究会（1983 : 141）によれば「移動動作を様態と
いう観点からとらえている」とされているものである。
ヲ格に訳すもの：
跑里圈儿（インコースを走る） 走草地（草原を歩く）
游长江（長江を泳ぐ） 走街串巷（大通りや路地を歩き回る）
转商场（デパートを回る） 逛商店（商店をぶらつく）
来往两地之间（二か所の間を行き来する）
ニ／ヘ格に訳すもの：
跳水沟（水路に／へ飛びこむ） 滚外头去（外に／へ出ていけ）
飞上海（上海に／へ飛ぶ）
撤张各庄（張各庄に／へ引き上げる）
蚂蚁爬屋里去了（アリは部屋の中に／へ這っていった）
太阳落山了（太陽が山の向こうに／へ沈んだ）
ヲ格に訳された“里圈儿”は動作“走”の「経路」を表し，「在
 
＋O＋
V」「在
 
＋O＋里＋V」の形に変えられる。そして，ニ／ヘ格に訳された賓
語は「着点」の意味機能を持ち，「V＋到
 
＋O」の形に変えられる（11）。
────────────
⑾ ただし，“太阳落山了”の場合は“落到山下／后”の形になる。
場所賓語に関する一考察 ２３
3.1.3 通過動詞
動作がある場所を通過することを表す。
ヲ格に訳すもの：
经过天安门（天安門を経る） 通过沙漠（砂漠を通過する）
过桥（橋を渡る） 过界（境目を越える）
穿马路（大通りを横切る） 翻山（山を越える）
穿隧道（トンネルを抜ける）
1路汽车走长安街（1番のバスは長安街を通る）
爬山（山を登る） 登山（山を登る）（12）
この種の場所賓語は動作の「経由点」を表し，いずれも「从
 
＋O＋V」
「从
 
＋O＋上＋V」の形に変えられる。
方美麗（2002 : 15）は「日本語では『N を』と通過動詞が組み合わさる
ママ
と，主体がその場所を通過することを表しているが，中国語の“過”の示
す動作は，限定された場所を通過することではなく，その場所に沿って
（水平）運動をするというプロセスを示している。」と述べる。そしてその
証拠として，“过”は“电线杆（電信柱）”や“树的旁边（樹の傍）”，“我的
身旁（私の傍）”などのような，「非常に狭い」範囲を表す名詞と組み合わ
さらないという言語事実を挙げている。しかし，以下のような例では
车辆过线后不动不算违规？（『人』）
（車両が（停止）線を超えてから止まっていれば交通違反にならない？）
────────────
⑿ 言語学研究会（1983）は「登る」を「方向性を表すもの」として取り扱ってい
るが，本稿では通過という観点から捉える。なお，“登山”“爬山”はニ格にも
訳せる。しかし，「頂上に着く」という意味より登るプロセスを表すイメージ
が強いため，ここでは中国語側の意味を重んじ，ヲ格に訳す。
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你得看他过了边境才能回来。（『ジャン』）
（彼が国境を超えるのを見届けないうちにあなたは帰ってはいけないよ。）
“过”は「狭い」場所を瞬間的に越える意味を表す（13）。従って，場所の広
狭で日中の通過動詞を比較するのは不適切だと言えよう。むしろ，以下に
述べることからわかるように，日中の通過動詞は場所を表す名詞の受動性
の強さにおいて似ているところがあると思われる。
言語学研究会（1983 : 144）は，橋を渡る，山を越える，トンネルを抜け
るなどの連語ではヲ格の名詞で示される場所は強い受動性を持っていると
する。また，丸尾誠（2014 : 109）は“过＋名詞”における名詞は「もの
性」があると主張する。単宝順（2011 : 10）によれば“过”は“把”構文
に直せるのである程度の受動性を持っているとされる。
○你先把
 
这座桥过了再说。（単 2011 : 10）
（まずこの橋を渡ってからにしよう。）
？你先把
 
上海去了。
（まず上海へ行ってからにしよう。）
従って，中国語にせよ日本語にせよ通過動詞と組み合わさる名詞からは受
動性が窺われる。これは，「経路の場合は，動作主（移動者）がヲ格名詞を
貫いて移動するのに対し，対象の場合は，動作主がヲ格名詞に働きかけ，
（そのエネルギーに貫かれることによって），ヲ格名詞が移動或いは変化する」
（岡智之 2007 : 475）のであり，経路と対象のヲ格（賓語）が同じようなイ
メージとして表示されるためであろう。
────────────
⒀ 高橋弥守彦（2009 : 64-65）は，“过”は線条性の名詞“马路（道路）／河（川）
／人行横道（横断歩道）”・枠内性の名詞“公园（公園）／草地（草原）／银行
（銀行）”・角度性の名詞“山（山）／坡（坂）”，及びそれに準じる指示代名詞や
それらで作る連語と組み合わされると指摘する。
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3.1.4 出発動詞
賓語の表す場所から離れていくことを表す。
ヲ／カラ格に訳すもの：
出家门（家を／から出る） 起床（ベッドを／から離れる）
离北京（北京を／から去る） 离开家（家を／から離れる）
下台（舞台を／から去る）
これらの場所賓語は「起点」を示し，「从
 
＋O＋V」「从
 
＋O＋上＋V」の
形に変えられる。そして，これらの例文からもわかるように，「ヲ格の名
詞の働きはでどころのカラ格に極めて近い」（言語学研究会 1983 : 144）と言
える。ただし，中国語の“离䇖家”“下台”は物理的に家や舞台から去る
意味と，家を離れ独立することや権力的地位から退くことなどという，両
方の意味を表す。それに対して，日本語の場合は，ヲ格（精神的）とカラ
格（物理的）で意味を分別する。
3.2 付着・存在を表す動詞
ある状態が賓語の表す場所に存続，或いは付着することを表す。
ニ格に訳すもの：
在职（職務についている） 在食堂（食堂にいる）
在组织（組織に属する） 蹲门口（入り口にしゃがむ）
坐前排（前列に座る） 扶着栏杆（手すりにつかまる）
户口落北京了（戸籍は北京に入れた）
我的桌子挨着（14）墙（私の机は壁にくっついている）
身子不要贴墙（体は壁につかないでください）
────────────
⒁ “着”は「～ている」の意味を表し，状態の持続を強調する。
２６ 場所賓語に関する一考察
「存在・所属」を表す“在”以外，すべての例文は「V＋在
 
＋O」「V＋
在
 
＋O＋上」の形に変えられる。
3.3 方向動詞
賓語は動詞の向く方向や場所を表す。
ヲ／ニ格に訳すもの：
脸朝墙（顔は壁の方を／に向く） 向南（南を／に向く）
临街（道路を／に臨む） 背山（山を背にする／山に背を向ける）
对着操场（運動場に面している） 面向大海（海に面する）
“南・外・上・左”など方向を表す名詞，“里边（中），外面（外），上面
（上側）”など場所を示す名詞，ないし“大门（正門），桌子（机）”のような
空間的な意味を備えるものが賓語となる。そして，“朝（向く），向（向
く），临（臨む），背（背にする／背を向ける）”は日本語のヲ格にもニ格にも
訳せるのに対し，“对”と“面向”は「面する」意味を表す時ニ格にしか
訳せない。
3.4 動作動詞
本節で取り扱う動詞は動作性，特に他動性が強いものが多い。これらの
動詞と組み合わさる賓語は“哪儿（どこ）”で質問でき，また「V＋在
 
／到
 
＋O」「在
 
／到
 
＋O＋V」の形に変えられる。
3.4.1 ヲ格に訳すもの
ヲ格に訳すものは以下の二種類に分けられる。
場所賓語に関する一考察 ２７
A 類：賓語が動作の直接な対象であるもの。
A-1：叮脸（顔を刺す） 打屁股（お尻を叩く） 包伤口（傷口を包む）
点穴位（ツボを軽く押す） 挠后背（背中をかく） 搂腰（腰を抱く）
登脚蹬子（ペダルを漕ぐ） 划左边（左側を漕ぐ）拧耳朵（耳をつねる）
“叮人（人を刺す）→叮人的脸（人の顔を刺す）→叮脸（顔を刺す）”“登自
行车（自転車を漕ぐ）→登自行车的脚蹬子（自転車のペダルを漕ぐ）→登脚蹬
子（ペダルを漕ぐ）”のように，A-1の賓語は動作の対象の一部を表し，直
接に力の作用を受ける部位である。そのため，形式的には場所賓語の特徴
を備えているが，意味的には受動者賓語の役割を果たしている。場所賓語
の中で受動性が極めて高い類である。ほかに“捣（つつく），裹（巻く），
捂（覆う），绑（縛る），拍（叩く），掐（締める），捏（つまむ），咬（噛む），
揉（こする），弹（（指で）弾く），抓（引っ掻く），捅（つつく）”という動詞
が挙げられる。
A-2：踩地板（床を踏む） 挡道（道を遮断する） 拦路（道を遮る）
堵窟窿（穴を塞ぐ） 考北大（北京大学を受験する）
访问日本（日本を訪問する） 参观北京（北京を見学する）
この類の賓語も動作の働きかけを直接に受けている。しかし，A-1と違
い，動作の対象の一部を表すものではないため，対応する動作の対象を補
充することができない。例えば，A-1類の“搂腰（腰を抱く）→搂他的腰
（彼の腰を抱く）”のように，“他（彼）”という動作の対象が容易に連想でき
る。それに対して，“挡道（道を遮断する）→挡他的道（彼の道を遮断す
る）”の“他（彼）”は道の所有者を表し，動作の対象ではない。
このように，多少ニュアンスが違うが，A 類の賓語は動作の働きかけ
を直接に受けており，受動性が高い。そのため，本稿ではこの種の賓語の
ことを「対象的場所賓語」と称する。
２８ 場所賓語に関する一考察
B 類：賓語が動作の直接な対象ではないもの。
刮脸（顔を剃る） 抠鼻子（鼻をほじる） 扫马路（道路を掃く）
抢银行（銀行を襲う） 淘厕所（便所をさらう） 看内科（内科を受診する）
掏口袋（ポケットを探る） 布置教室（教室を飾る）
收拾房间（部屋を片付ける） 监督考场（試験場を監督する）
清理图书室（図書室を整理する） 检查工作室（仕事場を検査する）
ほかに“整理（整理する），拾掇（片付ける），拔（吸い取る），抄（捜索す
る），搜（捜索する），查（検査する），搓（こする），防守（守る），摸（探る），
翻（掻き回す）”などの動詞が挙げられる。これらの例文を介詞で形を変え
る時，動作の対象を補充しないと不自然である。例えば，看内科→在
 
内科
看医
 
生
 
，监督考场→在
 
考场监督学
 
生
 
。
B 類の賓語は動作の対象の一部を表すのではなく，その対象が所在する
場所を示す。例えば，“抢银行（銀行を襲う）”はその銀行にあるお金を奪
うことを意味する。そして，“扫马路（道路を掃く）”は道路に落ちている
埃やゴミを掃くことである。この静的な空間範疇を示すものを中国語学の
用語である「原点」と称する。
認知言語学によれば，あるカテゴリーでは，プロトタイプは何らかの認
知的なメカニズムにより，周辺的な成員へと拡張されるといわれている。
そして，その認知的なメカニズムは主として「メタファー」と「メトニ
ミー」が挙げられる。その中，メトニミーは単一の領域内における近接性
に基づくと考えられる。これについて，山梨正明（1995 : 30）は，次のよ
うに述べている。
日常言語の表現のなかには，伝えようとする意味のすべてを言葉に
しているのではなく，その一部にフォーカスを当てその部分だけを表
現し，他の部分は文脈や背景的な知識によって補完していく簡略的な
表現が広範に見られる。（中略）この種の簡略的な表現のかなりの部
場所賓語に関する一考察 ２９
分は慣用化している。この種の慣用的な表現のうち，近接性関係の認
知に基づく慣用表現は一般にメトニミーと呼ばれている。
そして，メトニミーを特徴づける近接性の関係として，「容器－中身」
「主体－付属物」「主体－手段」などの具体例を挙げている。B 類における
賓語と動作の対象との関係はまさに「容器－中身」という近接性の関係を
示している。
以上，ヲ格に訳す動作動詞の分類を試みた。しかし，まだ“减个位（1
の位を引く）”“照路（道を照らす）”“赶路（道を急ぐ）”のような，本稿では
分類できなかったものも残されている。
3.4.2 ニ格に訳すもの
ニ格に訳すものは以下の二種類に分けられる。
A 類：ニ格にのみ訳すもの
插队（列に割り込む） 沙子沉底儿了（砂が底に沈んだ）
住旅馆（旅館に泊まる） 存银行（銀行に預ける）
章盖右上角（印鑑を右上に押す） 穿里头（中に着る）
写黒板（黒板に書く） 安外边（外側に取り付ける） 刷墙（壁に塗る）
涂指甲（爪に塗る） 填坑（穴に埋める） 贴左上角（左上にはる）
他分北京了（彼は北京に配属された） 调北京（北京に転勤する）
賓語は動詞の表す動作が終わった後に物事の存在する場所，または定着
させられる場所を表すため，本稿ではその意味機能を「定着点」と称す
る。また，“刷墙”“涂指甲”などを日本語に訳す場合は，ヲ格にもニ格に
も訳せる。しかし，ここではペンキやマニキュアを壁や爪に定着させると
いう中国語のニュアンスに着目し，“墙”や“指甲”などの場所性を強調
３０ 場所賓語に関する一考察
したいので，ニ格に訳した。
ほかに“包（取り込む），搭（（手を）置く），登（掲載する），掉（交換す
る），钉（打ち込む），赶（追い払う），挂（（電話を）かける），挂（申し込む），
点（さす），点（（点を）打つ），登记（記入する），画（かく），种（植える），
装（積む），搬（引っ越す），放（置く），搁（置く），堆（積み上げる），摆（置
く），钉（縫い付ける），铺（敷く），抹（塗る）”などの動詞が挙げられる。
B 類：ニ／ヘ格に訳すもの
挪里屋（奥の部屋に／へ運ぶ） 运火车站（駅に／へ運ぶ）
拿屋里［去］（部屋に／へ持っ［ていく］）
孩子送幼儿园（子供を幼稚園に／へ送る）
把他们叫这边［来］（彼らをこちらに／へ呼ん［でくる］）（15）
邮上海（上海に／へ送る） 寄北京（北京に／へ運送する）
送北京（北京に／へ届ける） 运火车站（駅に／へ運ぶ）
这批货发吉林（これらの荷物は吉林に／へ出す）
把这封信转财经学校（この手紙を財経学校に／へ渡してください）
“挪里屋（奥の部屋に／へ運ぶ）”“孩子送幼儿园（子供を幼稚園に／へ送
る）”のような動作の主体と動作の対象が同時に移動するものと，“邮上海
（上海に／へ送る）”“寄北京（北京に／へ運送する）”のような郵送・運送を表
すものがある。B 類の動詞はニ格にもヘ格にも訳せるが，A 類と同じよ
うに物事を存在させる場所や定着させる場所を表すため，その意味機能も
「定着点」と称する。
3.4.3 デ格に訳すもの
睡沙发（ソファーで寝る） 教高中（高校で教える）
────────────
⒂ 電話やメールで人を呼び出したりすることも考えられるが，ここでは動作主が
直接に相手のいるところまで行って，相手を呼んで一緒に戻ることを指す。
場所賓語に関する一考察 ３１
醉外头了（外で酔っ払った） 死家里了（家で死んだ）
吃食堂（食堂で食べる） 念高中（高校で学ぶ）
守病床（病床（の側）で（病人に）付きそう） 凉外边（外で乾かす）
他にも，“蒸（蒸す），治（治療する），拔（抜く），丢（落とす），读（勉強
する），闹（騒ぐ）”などが挙げられる。3.4.1の B 類と同じように，介詞で
形を変える時，動作の対象を補充しないと不自然なものがある。例えば，
教高中→在
 
高中教书
 
／课
 
，守病床→在
 
病床守病
 
人
 
。そして，動作の行う静
的な空間範疇を示すため，この類の賓語も「原点」となる。
この中に，“教高中（高校で教える）”“吃食堂（食堂で食べる）”“念高中
（高校で学ぶ）”“守病床（病床で（病人に）付きそう）”“拔南坡那块地（南斜面
の畑で抜く）”“读大学（大学で勉強する）”という表現は 3.4.1の B 類と構造
が似ている。つまり，動作の対象が所在する空間を表し，「容器－中身」
という近接性の関係を示している。しかし，B 類と違って，これらはデ格
に訳さなければならない。同じ構造を持ちながらヲ格にならない理由は何
だろうか。
例えば，中国語には“吃食堂（食堂で食べる）”“吃餐厅（レストランで食
べる）”“吃全聚德（16）（全聚德で食べる）”のような言い方があるが，日本語
に訳す場合はすべてデ格になる。
日本は中国のように家庭での普段の食事を食堂で済ませるという生活ス
タイルが定着していない。そこで，もし食堂と料理との近接性の関係が認
められていないと説明するのであれば，“吃馆子（レストランで食べる）”は
どう説明すればよいかという難しい問題が残る。つまり，メトニミーが成
立するかしないかという点だけでは説明ができないと思われる。加えて，
“吃全聚德”と似ているような言い方は実は日本語にもある。例えば，
────────────
⒃ “全聚德”は北京ダックの老舗である。
３２ 場所賓語に関する一考察
・マクドナルドを食べると眠くなる原因を発見した！対処法も！
（https : //fukumarudesu.com/archives/7150）
・ケンタッキーをクリスマスに食べるのは日本人だけ？？理由を調べ
てみた！
（https : //kome3blog.com/why-japan-celebrates-christmas-with-kfc）
非常に話し言葉的な表現ではあろうが，ファーストフードを代表する「吉
野屋」や「スシロー」についても「吉野家を食べる」「スシローを食べる」
という言い方も観察される。これについては改めて考えてみたい。
4．まとめ
本稿では主に動詞の種類によって現代中国語の場所賓語を分類し，日本
語の格助詞との対応状況について概観した。その対応状況を整理すれば次
のようになる。
意味関係 中国語の動詞 日本語訳の格助詞
起点
方向性の移動動詞の一部
ヲ／カラ格
出発動詞
着点
方向性の移動動詞の一部
ニ／ヘ格
様態性の移動動詞の一部
経路 様態性の移動動詞の一部 ヲ格
経由点 通過動詞 ヲ格
存在する場所 付着・存在を表す動詞 ニ格
方向 方向動詞 ヲ／ニ格（「面する」はニ格のみ）
定着点 動作動詞の一部
ニ格
ニ／ヘ格（同時移動と
郵送・運送を表す動詞のみ）
対象的 動作動詞の一部 ヲ格
原点 動作動詞の一部
ヲ格
デ格
場所賓語に関する一考察 ３３
なお，動詞と場所賓語との組み合わせは，基本的には結びつきごとに対
応する日本語があるが，語には基本的に多義性があるので，両言語が全て
一律に対応するというわけではない。対応関係はずれたり複雑になったり
するので，注意する必要があるだろう。また，本稿では取り扱っていない
が，中国語における空間と移動の表現は介詞や方位詞を媒介とするものも
数多くある。例えば，日本語の「山に行く」を中国語に訳すと，“去山上
 
”
のように方位詞“上”，または“到
 
山上去”のように介詞“到”の助けが
必要になる。それで，日本語との対応関係をより精密に研究するため，方
位詞や介詞との組み合わせ，いわゆる動補構造（17），介詞構造も考量に入
れるべきだと思われる。これを今後の課題としてさらなる研究を進めてい
きたい。
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